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夏休み明け、登下校に気をつけて。 
 夏休みが明け、子供たちが元気に登校してい

ますが、まだまだ暑い日が続いています。コロ

ナ対策は以前にも増して厳しくしなければなり

ません。また、熱中症の危険も増しています。

さらに、本校の通学路の中には、危険だなと感

じる場所も数カ所あります。町教育委員会では、

夏休みの間に、町の全小中学校の通学路の危険

箇所点検を実施されました。四小校区も数カ所

見て回られ、早急に対応をしていただく予定で

す。どうぞ、安全への声かけ、時間がある場合

は見守りなど、よろしくお願いいたします。（下

の写真は、中原の横断歩道です。大型の車の交

通量も多く、待機場所が狭くなっています。） 
 

就学時健診を実施しました。 
 ９月２日（木）に就学時健診を実施しま
した。あいにくの雨でしたが、子どもたち
はみんな、とってもお行儀よくお話を聴い
たり、検診を受けたりしていました。 
 谷口教育長からは、３つのお願いがあり
ました。①どんなに小さなことでもいいの
で、子どもたちが自分でできることにチャ
レンジしたら、認め、褒め、励ましてほし
い。②子どもたちが自分に自信をもてるよ
うに、親から「大好きだよ」の気持ちを伝
えてほしい。③一人一台タブレットの時代
だが、生活のリズムを崩さないように、９
～１０時間しっかり寝てほしいということ
でした。あと、半年ほどで入学してくる子
どもたち。とっても楽しみにしています。 

校内研修（人権教育）を行いました。 
８月２５日（水）、講師に前和水町地域

人権教育指導員で、以前、四小にも勤務さ

れていました緒方正雄先生をお招きして、

校内研修（人権教育）を行いました。コロ

ナ禍で様々な研修が中止や延期、またオン

ラインなどに変更される中、講師の先生を

お招きして、直接お話をお聞きしながら研

修を実施できることは本当にありがたいと

思いました。「居場所のある学級・学校づ

くり」というテーマでお話しいただきまし

た。一人一人の子供を大切にすること、学

級の子供たち同士の関わりの中から絆を深

めることの大切さなど、先生のご経験から

実践に基づいた具体的なお話をしていただ

きました。夏休みが終わろうとしている時

に、元気や勇気をいただける研修となりま

した。お話を聞いて、私たち職員が感じ、

心に誓った教育実践を、再度、夏休み明け

から行っていきたいと思っています。 
 

  

くまもと 早ね・早起き いきいきウィーク 

熊本県では、９月１日（水）から１５日（水）

を、「くまもと 早ね・早起き いきいきウィー

ク」と設定しています。各学校で基本的な生活

習慣を育成するための取組を実施し、たくまし

く心豊かな熊本の子どもを育む意識を高めま

す。南関町の子どもたちの「育ちのものさし」に

もありますように、「決めた時刻に『起きる、寝

る、学習する』」を進めていただきますようお願

いします。また、南関中学校の期末テスト前の

学習週間と合わせて、南関町の小中学校では、

９月３日（金）から９日（木）を「ノーメディア

週間」と設定しています。目的は以下です。 

○テレビ・ゲーム・パソコン・スマホのない静か

な環境の中で、集中して学習に取り組む。 

○規則正しい生活リズムを心がける。 

○あいさつで、親子のコミュニケーションを大

切にする。 

○家庭でのお手伝いを通して責任感を持てるよ

うにする。 

 ノーメディア週間の取組表を 

全児童に配付していますので、 

取組の状況と感想の記入をよろ 

しくお願いします。 

    

 

  


